
ひょうご産業活性化センター通信明日へ飛躍する企業をサポート

　ひょうご産業活性化センターは、設備の近代化・経営
の合理化を図ろうとする事業者に代わって、メーカーから
設備を購入し、それを事業者に貸与する設備貸与制度
を設けています。段ボールケース・シートメーカーのミナト
パックスは、貼合機の付帯設備の購入に当たって同制
度を活用。さらなる生産効率の向上を目指しています。
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中小企業者が導入したい設
備を販売業者から活性化セ
ンターが購入した上で、当セン
ターが長期かつ固定損料で
貸与する制度
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短納期強みに
顧客の信頼獲得
新設備導入で
さらなる生産効率向上へ

創業来続く無借金経営
　工場に入ると生産ラインの長さにま
ず驚かされます。一つはロール状で仕
入れた原紙を段ボールシートにする
貼
てん

合
ごう

機。波状にした紙を間にし、上下
両側から平らな紙で挟み込んで貼り
合わせて作ります。
　もう一つは製

せい

函
かん

機。出来上がった
段ボールシートをケースに加工する設
備で、シートを切断し、折り目を入れ、
印刷をするまでを担います。いずれの
機械も、100㍍ほどの非常に大掛かり
なラインで、わずかな汚れや印刷のず
れを見逃さないように高品質のカメラ
で自動チェックが行われています。
　「段ボールメーカーは設備産業。毎
年のように多額の設備投資が伴うた
め、いかに計画的に設備を導入してい

くかが問われます」と社長の鈴木正純
さんは言います。資金繰りが問われる
中で、同社では創業来無借金の堅実
な経営を続けてきました。

短納期を徹底
　同社は鈴木社長の父が1949年に
創業。祖父が営んでいた造船業で出
てくる端材を使用して、食品輸送用の
木箱を作ったのが始まりです。58年に
は軽量の梱包材として普及し始めた
段ボールの製造に着手し、その後特化
していくことになります。「新鮮なものを
頻繫に配送する食品メーカー向けが
多いので、どの段ボールメーカーもおよ
そ半径100㌔圏内に得意先を持って
います。それだけに競合がひしめいて
います。とはいえ段ボールはほぼ完成

された商品な
ので差別化
が難しく、短
納期、低価
格、高品質で
勝負しなけれ
ばならず、メ
ーカーというよ
りはサービス
産業だと言え
ます」と現状

を分析します。
　その中で同社は「見積もりの要請
が入ったら30分以内に回答することを
基本とし、その日に入った注文を翌日
に配送することにも対応します」と、特
にスピードを強みにしています。こうし
た取り組みが得意先からの信頼につ
ながっています。

低利率で資産化できるメリット
　鈴木社長は昨年、貼合機、製函機
ともに新たな設備を導入することを決
断しました。競争に勝ち抜いていくため
にはさらなる生産性の向上が欠かせ
ないと判断したからです。併せて、「繁
忙期で150%の稼働率が続いていた
ため、社員の仕事の負担軽減にもつ
ながれば」とその目的を話します。昨年
9月にまず製函機を導入。これにより従
来は1分間に300枚だった生産能力
が、400枚に向上しました。さらに今年
1月からは、数カ月をかけて貼合機の
付帯設備を順次導入していきます。
　貼合機の付帯設備の導入に当た
って、同社は今回初めてひょうご産業
活性化センターの設備貸与制度を利
用しました。「利率が低いこと、そして支
払いを終えた後には自社の資産にな
ることもありがたいと思いました」とメリッ風土改革のための研修も実施

元気企業
訪問

ミナトパックス
株式会社

設備貸与制度
今月の支援メニュー
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トを語ります。「自己資金で充当すること
もできるのですが、手元にキャッシュフ
ローを残しておきたい。その点でも助か
ります｣

　鈴木社長は6年前の就任以来、より
強い会社になるために自律的な組織
づくりに取り組んできました。「精神論
だけでは限界がある。設備の導入によ

ってより働きやすい環境を整え、提案
型の会社に育てていきたい」と、設備
更新を機に新たな目標に挑もうとして
います。

所在地　三木市福井2126
代表取締役　鈴木正純
事業内容　段ボールケース、段ボールシートの製造販売

TEL 0794-82-2582
URL http://www.minatopacks.co.jp/会社概要

みなとパックス株式会社

設備貸与制度
今月の支援メニュー

設備貸与制度の活用で経営基盤を強化
支援メニュー講座 設備貸与制度

問い合わせは ひょうご産業活性化センター設備投資支援室 078-230-8801

　設備の増強・更新を図ろうとする中小企業の方に代わってセンターが設備を購入し、中小企業の方に長期
（10年以内）かつ固定金利（年率0.95％〜2.20％）で割賦販売またはリースするものです。

　最大のメリットは、金融機関の借り入れ枠や信用保証協会の保証枠とは別枠で利用できることです。ま
た、設備貸与制度のみならず当センターは、曜日ごとに中小企業診断士等の専門家による無料の窓口相談
を随時受け付けています。さらに当センターは中小企業支援機関との連携により県内企業を支援する「中小
企業支援ネットひょうご」を活用し、経営・技術・情報などさまざまなサポート体制が構築されていますの
で、制度利用後のフォローアップを含めた手厚いサポートがあるのも特長です。

　設備の更新、新規導入、省エネへの取り組みをご検討されている方はぜひ設備貸与制度の利用をご検討く
ださい。

制度概要

メリット
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C A L E N D A R
　人口13億の巨大市場を背景に経済成長続けるイ
ンドには、約1,200社の日系企業が約4,000拠点に
進出し（2014年10月時点）、今後のビジネスチャンス
の拡大も期待されます。セミナーでは、現地の投資・
ビジネス情報や、インドの税制・会計について分かり
やすく解説します。

【日時】2月24日（水）14：00〜16：30
【場所】神戸商工貿易センタービル14階 第１会議室
　（神戸市中央区浜辺通5-1-14）

【内容】
　◆ 講演1「インド政治経済概況とビジネス動向」
　　　　　〜徐 に々存在感を増すインド〜
　 講演概要：インドの経済構造、モディ政権の最近

の経済改革の動きと日本企業などの動向等
　講師：古川毅彦氏　ジェトロ大阪本部 事業推進課長
　◆講演2「インド共和国において事業を行う際の

留意事項」
　 講演概要：インドにおいて各種ビジネスを実行す

る際に留意するべき会社法・外為法及び税法等
　講師： 岩瀬雄一氏　ひょうご国際ビジネスサポート

デスク（デリー）
【配布資料】今回のセミナー参加者のために、イン

ド・ファイナンシャルクロニカル紙コラムニスト、ウル
ス・ショットリー氏（スイス・ノイエ・ヅェルヒャーツァ
イトゥング紙コラムニスト）が書き下ろした「How to 
do Business in India」（英文・和訳付）を配布

【参加費】無料
※ 申し込み方法など詳細についてはHP（http://

www.hyogo-kaigai.jp/）をご覧ください
【問い合わせ先】　
　ひょうご海外ビジネスセンター
　 078-271-8402 078-271-8403

　県では、ふるさと兵庫の魅力を生かして元気にビ
ジネスを展開する中小企業者の選りすぐりのビジネス
プランを「キラリひょうごプロジェクト」として選定しまし
た。これらのプロジェクトでは「ふるさと投資」を活用
して、それぞれ事業費の調達や応援者（潜在顧客）
の開拓・形成に挑戦しています。セミナーでは、プロ
ジェクトの魅力やふるさと投資の仕組みなどを広くご
紹介します。

【日時／場所】
　大阪開催　2月12日（金）18：30〜20：30
　グランフロント大阪 うめきたSHIP HALL
　（大阪市北区大深町4-1うめきた広場　うめきたSHIP2階）
　東京開催　2月26日（金）18：30〜20：30
　パソナグループ本部ビル 地下1階
　（東京都千代田区大手町2-6-4）

【内容】
　［第１部］
　⑴　開会あいさつ
　⑵　ひょうごふるさと応援・成長支援事業のご紹介
　［第２部］
　⑴　ファンドの仕組みについて
　⑵　「キラリひょうごプロジェクト」選定事業者によ

る募集中のファンドを紹介
　⑶　事業者ブース試食　交流タイム

【参加費】無料
※ 申し込み方法など詳細についてはHP（http://

www.securite.jp/hyogo/）をご覧ください
【問い合わせ先】　
　事務局：大阪セキュリティーズ㈱
　担当：山崎、久保、玉木 
　 06-6485-7398 06-6485-7225
　 info_kinki@securite.jp

「キラリひょうごプロジェクトセミナー
in大阪、in東京」 のご案内

海外展開支援セミナー
「インドビジネスセミナー」のご案内
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「中小企業支援ネットひょうご」には、技術・金融・雇
用など、専門能力の高い団体が勢ぞろい。技術やノ
ウハウを総動員して、経営課題を解決！

　インターネットでモノやヒトを結び付け、その動きをとら
える仕組みであるⅠoT(Ⅰnternet of Things,モノのインタ
ーネット）は、さまざまな業種において変革やビジネスチャ
ンスをもたらす新たな潮流として注目されています。特に
製造業においては、生産性を向上させるだけにとどまら
ず、ものづくりの仕組みにまで影響を及ぼす可能性があ
り、その動向には注意が必要です。その概要と大企
業での活用事例を紹介し、さらに中小企業での活用に
ついての提案事例を解説します。

▶日時：2月15日（月）15：00～18：30

▶場所：姫路商工会議所　2F大ホール（姫路市下寺町43）

▶内容：

　【講演1】「ⅠoTをものづくりに活かす」

　　講師：川瀬俊治氏　コベルコシステム㈱　代表取締役社長

　【講演2】「ⅠoTを活用した工場の見える化」

　　講師：木下武雄氏　㈱テクノツリー　代表取締役

　【特別展示】

　　工場ラインの「見える化」モデルの実演（説明：㈱テクノツリー）

▶定員：100人（先着順）

▶参加費：無料　※交流会は1人3,000円

※�申し込み方法など詳細についてはHP（https://www.himeji-cci.

or.jp/2015/12/10362）をご覧ください

▶問い合わせ先：姫路商工会議所　中小企業相談所

　 079-223-6555　 079-288-0047

　 kougyou@himeji-cci.or.jp

　ものづくり・商業・サービス補助金にⅠoT活用の
3,000万円が新設！補助金申請のポイントを事例も交え
てお伝えします。

▶日時・場所：

▶内容：

　第1部　ものづくり・商業・サービス補助金の活用と申請ポイント

　第2部　上手な補助金活用術

ものづくり補助金支援採択実績全国2位

　第3部　各種補助金申請書の書き方

目的に合致した補助金等の探し方と相談先等のご案内

※�申し込み方法など詳細についてはHP（www.minatobk.co.jp/

corporate）をご覧ください
▶問い合わせ先：

　㈱みなと銀行�営業企画部　 078-333-3832

　兵庫県よろず支援拠点（ひょうご産業活性化センター内）

　 078-291-8518

情報カレンダー Information Calendar

挑戦する
企業の
応援団

ものづくりシンポジウム2016
「ⅠoTが切り拓く次世代のものづくり」のご案内 各種補助金セミナー2016のご案内

　この解説は、(株)ＴＫＣ、および兵庫県内ＴＫＣ会員事務所の資料提供協力により作成されたものです。業種別
企業業績動向速報は、ひょうご産業活性化センターホームページ（http://web.hyogo-iic.ne.jp/）をご覧ください。

　2015年12月の県下中小企業の業績動向
は次の通り。調査対象企業3,569社のうち
黒字企業は50.0％で1,787社。全産業の平
均売上高は対前年同月比で96.1％と減少し
ている。業種別で見ると、情報通信業100.2
％、運輸業、郵便業102.5％、宿泊業、飲食
サービス業100.0％が前年以上となっている
が、これに対し建設業93.7％、製造業98.9
％、卸売業98.2％、小売業95.4％、不動産
業95.3％、サービス業88.6％は前年を下回
っている。
　一方、全産業の売上高総利益率は26.5％
で対前年同月比は101.9％、売上高経常利
益率は3.5％で対前年同月比100.0％と前年
以上を保っている。

【建設業】調査対象企業600社中、黒字企

業は286社で黒字企業比率は47.6％。全体
の売上高は対前年同月比93.7％で、業種別
では総合工事業90.6％、識別工事業100.2
％、設備工事業95.5％となり識別工事業の
み上昇。また売上高総利益率は24.3％で対
前年同月比100.4％、経常利益率は6.4％で
対前年同月比88.8％となっている。

【製造業】調査対象企業611社中、黒字企
業は338社で黒字企業比率は55.3％。黒字
企業の内訳を見ると鉄鋼業77.2％、非鉄金
属製造業66.6％が特に高い比率。全体の
売上高は対前年同月比98.9％とやや減少し
た。売上高総利益率は21.2％で対前年同月
比100.0％、売上高経常利益率は4.0％で対
前年同月比85.1％となっており、経常利益
が前年を下回っている。

【不動産業】調査対象企業250社中、黒字
企業は140社で黒字企業比率は56.0％。全
体の売上高は対前年同月比95.3％と減少。
黒字企業の内訳を見ると、不動産取引業が
45.4％、不動産賃貸業・管理業が59.0％
で、賃貸・管理業の方が黒字比率が高い。
売上高総利益率は64.4％で対前年同月比
102.0％、経常利益率は7.2％で対前年同月
比100.0％となっている。

【サービス業】調査対象企業137社中、黒字
企業は56社で黒字企業比率は40.8％。全
体の売上高は対前年同月比88.6％と大きく
減少。売上高総利益率は34.0％で対前年
同月比108.9％、経常利益率は7.3％で対前
年同月比101.3％となり、売上高は減少して
いるが利益率は上昇している。

県内業種別企業業績動向速報解説

会場名 日時 場所 申込締切

尼崎会場 2月15日（月）みなと銀行尼崎支店�会議室
尼崎市昭和通2-1-1

2月12日（金）

姫路会場 2月17日（水）姫路・西はりま地場産業センター
姫路市南駅前町123

2月15日（月）

三宮会場 2月19日（金）
スペースアルファ三宮�特大会議室
神戸市中央区三宮町1-9-1三宮センタ
ープラザ東館6階

2月17日（水）

各会場とも、13：00～16：30
終了後16：30～個別相談会開催（事前予約必要）

ＴＫＣ近畿兵庫会
神戸中央支部・税理士

花田 宏造
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兵庫県信用保証協会かわら版 News form CGCH

http://www.hosyokyokai-hyogo.or.jp

保証推進キャンペーンのご案内
　当協会では、新たに資金調達をお考えの中小企業・小規模事業者の方に対し、保証料率を割引した

キャンペーン商品をご用意しております。

　既に多くの方にご利用いただき、ご好評の声をいただいております。この機会にぜひご利用ください。

①「創業関連保証」による支援
　・保証料率を0.4％割引（1.0％ ⇒ 0.6％）
　・創業5年未満の中小企業・小規模事業者を支援対象
　・期間10年、1,000万円まで対応可能
②保証協会職員が創業計画や資金計画の
　相談にも対応
③自治体融資制度の併用が可能

　当協会の保証付融資を
5回以上完済された方が
対象となる保証商品

とは のメリット

保証料率を通常より

平均で20％割引

① 新事業展開を支援する次の4つの特例保証の保証料
率を0.1％割引（0.7％ ⇒ 0.6％）

「経営革新関連保証」「異分野連携新事業分野開拓関連保証」
「地域産業資源活用事業関連保証」「農商工等連携事業関連保証」

② 希望に応じ保証協会職員が財務診断や将来収支等の
シミュレーションを提供

③自治体融資制度の併用が可能

●創業や新事業展開をお考えの方に

　～チャレンジサポートキャンペーン～

●保証協会を繰り返しご利用いただいている方に

　～リピート５～

創業支援 新事業展開支援

　各キャンペーン商品のご利用にあたっては、上記以外にも要件等がございます。
　詳細につきましては、当協会の担当部署へお問い合わせください（担当部署については、当協会のホームページを
ご覧ください）。
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健康アトランダム

胃がん検診の見直しの問題点
最近認められたことから検診項目に追加されました。胃
がんリスクの層別化は、死亡率の減少効果を示すエビ
デンスが不十分ながら、今後医師の確保等、検診の供
給体制が不十分な地域においても効率的な検診の実
施が期待されることから、引き続き検証が必要とされま
した。

4.提言の問題点
　胃がんはもともと日本人に多く、近年減少傾向にある
とはいえ、年間13万人以上が罹患し、4.8万人が死亡
します（悪性腫瘍の中で罹患は第1位、死亡は第2位）。
胃がん死亡率の減少の理由として、診断、治療等に関
する医療技術の進歩が挙げられますが、なかでも検診
による早期発見の寄与は無視できないと考えます。
　減少したとはいえ40歳代での発見が少なからずあ
ることや、胃がんの進行速度などを考えると隔年実施
等の見直しにより進行がんでの発見が増える危険性を
危惧します。しかもその結果は5年、10年たってみない
とわからないことから長期的な観察が必要でしょう。

5.おわりに
　今後変わりそうな胃がん検診について述べました。し
かし結局のところ、どんなに良い検診でも受けなければ
意味はありません。早期がんを発見することで身体にも
影響の少ない治療が可能になっています。原点にもど
り、まずはがん検診を受けましょう。

（参考資料）
1. がん検診のあり方に関する検討会中間報告「乳がん検診

及び胃がん検診の検診項目等について」平成27年9月
2. 国民衛生の動向2014/2015、2015/2016

1.はじめに
　みなさん、がん検診をちゃんと受けていますか。「元気
だから必要ない」とか「調子が悪くなったら病院に行く
からいい」なんて思ってはいませんか。
　転ばぬ先の杖、症状のないときに発見すると、早期
がんの可能性が高いため治療の負担も軽く予後も良
好な場合が多いと考えられます。
　平成27年9月「がん検診のあり方に関する検討会」
の中間報告が出ました。胃がん検診が見直されようとし
ています。

2.「がん検診のあり方に関する中間報告」の胃がん検
診に関する提言内容（現在は40歳以上、胃部エックス
線検査を逐年実施）
❶�対象年齢が50歳以上に（当分の間40歳代に胃部
エックス線検査の実施は可）。

❷ 毎年実施から2年に1回実施に（当分の間胃部エッ
クス線に関して逐年実施も可）。

❸ 検診項目が胃部エックス線検査または胃内視鏡検
査に。

　（胃の萎縮度をみる）ペプシノーゲン検査とピロリ菌
の存在をみる胃がんリスクの層別化による検診は今後
引き続き検証が必要。

3.提言の根拠
　高齢化を考慮した胃がんの年齢調整死亡率、罹患
率は年々減少傾向にあります。特に40歳代では検診
導入時（昭和55年）に比べて死亡率は約5分の１、罹
患率は約2分の１になっていることから❶が提案されま
した。
　❷の隔年実施の根拠として、1〜3年以内に受診し
た人の死亡率が、全く受診しなかった人より約60％減
少していること、隔年実施にした乳がん、子宮がん検
診では受診率が低下しなかったことが示されました。
❸の胃内視鏡検査は死亡率を下げる有効性について

公益財団法人　兵庫県健康財団　保健検診センター所長　熊谷 仁人

公益財団法人 兵庫県健康財団
〒652-0032　神戸市兵庫区荒田町2-1-12
078-579-3400
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ステップ１：自社の現状を確認する
　過去の決算資料などから、これまでの実績の中で何
が業績悪化の一番の原因なのかを見極めます。
　最初に3期分の決算書データを基に業績の推移を
確認します。同業他社比較の分析も行い、これにより黒
字企業と比較した場合の特長点を捉え、どこに強みや
弱みがあるか、改善できそうな部分はあるかを大まかに
つかんでいきます。

ステップ２：�事業内容、財務、収益の3分野から経営
課題をまとめる

　到達目標である必要利益を決定し、企業の問題点を
抽出します。
（1）必要利益の考え方
　変動損益計算書を活用して必要利益を算出し、この
必要利益をどのように稼ぎ出していくかを考えます。
　もし、金融機関からリスケなどの金融支援を受ける場
合は、債務償還年数や債務超過解消年数を目安として
各金融機関が独自に設けている基準を確認し、3～5年
程度の経営改善計画終了時点でその基準をクリアでき
るような目標利益額を決定します。
　しかし、急激な景気変動の影響などを受けて相当に
財務内容が傷んでしまっている場合などは、まずは金融
機関への借入金返済を円滑に行える利益額を目標とす

ることも考えられるでしょう。この場合は（借入金の年間
返済額－減価償却費）÷（１－法人税率）の算式から
算定した利益額を目標とします。

（2）問題点の抽出　
　目標となる利益が決まったら、問題点を抽出します。そ
して改善実行ができるかどうか検討し「業務内容の改
善」「財務内容の改善」「翌期収益の改善」についてそれ
ぞれ課題解決策をまとめます。

ステップ３：「成長戦略」を立案する
　企業の状況によって必要となる解決策は異なります
が、長期的な生き残りのためには「成長戦略」を立案す
ることが必要となります。

ステップ４：数値のシミュレーションを繰り返し「経営
改善計画」をまとめる

　目標利益を達成するためには、「いくらの限界利益が
必要で、そのために必要な売上高はいくらであるか。固
定費の削減によりそれをどれだけ削減することができる
か」というシミュレーションを何度も繰り返します。
　また、数値には常にそれを具現化するための行動計
画が伴っており、実現可能性のある計画となっている必
要があります。

経営計画の作り方
ＴＫＣ近畿兵庫会　神戸中央支部・税理士　宮﨑敦史

T a x & L a w 経営に関するアドバイスをご紹介します。

参照：『実践！経営助言』ＴＫＣ出版 

　今回は、実際に経営計画の作成の手順について解説します。
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まちを火災から守るため
設備工事から点検までを
一貫して担う“防災企業”

消
防
設
備
の
工
事・点
検

株
式
会
社
神
防
社

　マンション、ビル、商業施設など一定の
広さを持つ建物では消火水槽、スプリン
クラー、消火栓をはじめとする消防設備
の設置と定期的な点検が義務付けられ
ています。神防社は、建物の中で消防設
備をどのように配置するかを考える設計
から施工、点検、これらに関わる各消防
法上の届け出までを一貫して手掛けられ
る強みで同業者との差別化を図り、着実
に業績を伸ばしています。
　2008年、建築関係、消防設
備工事会社で14年間勤めた辻
真一社長の経験をもとに、まず
は工事業としてスタート。ひょうご
産業活性化センターからは、創
業資金融資を得るための事業
計画の策定でサポートを受けま
した。「当初2カ月間はまったく仕
事がありませんでした」と振り返
りますが、辻社長の真面目な人
柄が買われ、消防設備メーカー
や工務店などから1社また1社と
引き合いが増えていきました。
　12年には「職人の高齢化を
見据え、腕力が必要でない事
業も育てていきたい」との思い
から、点検事業にも乗り出しまし
た。近年は女性社員を積極的
に採用。CADを扱う工事管理
部門や点検部門において活躍
しています。「特にマンションなど

を点検する際には、女性スタッフが訪ね
る方がより安心で清潔な印象を持ってい
ただけます。今後も増やしていきたい」と
辻社長は言います。
　社員数は37人。今後さらに事業を伸ば
していくためのステップとして、人材の育成
に力を入れているとのこと。これからは住
宅用の自動消火装置の普及にも力を注
ぎ、消火設備を通してまち全体の安全を
守っていきます。

成長期待企業
イチオシ！

中小企業支援ネットひょうごは成長性を見
込んだ企業を「成長期待企業」として選定
し、複合的な支援を実施。頑張る企業が誇
る製品を紹介します。

の

2016年2月号 平成28年1月30日発行
発行人：榎本輝彦　編集人：角　正憲

「元気企業訪問」で取材した段ボールメーカー、ミナ
トパックスの鈴木社長は自社をサービス業と位置づ
けていました。付加価値が低く差別化が図りにくい段
ボールという商材ゆえに、人間力で信頼を得るべく研
さんを続ける姿勢が印象的でした。

編集後記

発行所 公益財団法人ひょうご産業活性化センター
http://web.hyogo-iic.ne.jp/

神戸市中央区雲井通５-３-１ サンパル６階
０７８-２９１-８５２６

ひょうご産業活性化センター通信
明日へ飛躍する企業をサポート

株式会社神防社／所在地：神戸市中央区東雲通3-4-3／代表取締役：辻真一
事業内容：消防設備の工事・整備・点検・回収

078-241-3505／ http://kobosha.com/

◎株式会社神防社の
　消防設備の工事・点検

女性が活躍する現場

点検時、耐圧放水試験用に使われるポンプ車
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ビジネス
パートナー
金融機関、メーカー、
コンサルタント、
販路開拓員、
支援機関 等

チャレンジ
企業

新たな分野に
チャレンジしようと
する中小企業

ビジネス
マッチング

ビジネスプランの発表

ビジネスパートナー
との商談資金調達、販路拡大、

技術提携、業務提携など

【場　所】 

ひょうご産業活性化センター
 (神戸市中央区雲井通 5-3-1　サンパル )
 ◯プレゼン会場 　7階「ホール」　 ◯商談会場 　6階「相談コーナー」

【発表企業】
　創業・第二創業、経営革新に取り組む中小企業14社

【主　催】
　中小企業支援ネットひょうご (ひょうご産業活性化センター他 18機関 )

【お申込み・お問合せ先】
　公益財団法人ひょうご産業活性化センター
　ひょうご・神戸チャレンジマーケット運営委員会　事務局

 TEL:078-230-8110
 FAX:078-230-8391
　E-mail:shinjigyo@staff.hyogo-iic.ne.jp

平成28年2月16日(火)・17日(水)平成28年2月16日(火)・17日(水)

　　　表企業は、販路開拓や融資等を目的としたビジネ
スプランのプレゼンを行います。
　金融機関・コンサルタント・販路開拓員・一般企業・
支援機関等の皆様が発表企業のプレゼンを観覧できる機
会です。
　『ひょうご・神戸チャレンジマーケット』に参加されて、
新しい取引先の発掘や、取引先へ紹介するなどのビジネ
スマッチングにご活用ください。
　発表企業との個別商談の時間も設けています。

新しい取引先を
発掘できた !

事業内容が分かりやすく
説明されていたので、

取引開始の動機となった！
新しいビジネスの
展開について
気づきを得た！

発

取引先へ発表企業を紹介して、ビジネスマッチングが成約できた！参加企業は
“気づき”が
 いっぱい！！

http://web.hyogo-iic.ne.jp/kigyo/challengemarket チャレンジマーケット 検索

参加
無料

求む !!ビジネスパートナー第24回 ひょうご・神戸第24回 ひょうご・神戸

チャレンジマーケットチャレンジマーケット

盛り上がる商談!!

両日ともに 13：00スタート両日ともに 13：00スタート
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